
仙台保健福祉事務所管内リハビリテーション情報

住　所

電話番号（代表）

FAX番号（代表）

メールアドレス（代表）

○

・病棟種別等 ○ 急性期病棟 ○ 回復期病棟 ○ 一般病棟 ○ 療養病棟 ○ 地域包括ケア病棟 ○ その他

・外来リハビリテーション ○ ○ ○ 不可

○

・外来リハビリテーション ○ ○ ○ 不可

○

・障害児（18歳以下）の訪問リハ ○ ○ ○ 不可

・訪問実施地域（具体的に記載）

・保険制度の適応 ○ 医療保険 ○ 介護保険

・リハビリテーション指示書記載医の指定 ○ ○

○

・提供形態 ○ ○ 診療所 ○

・障害児（18歳以下）の訪問 ○ ○ ○ 不可

・訪問実施地域（具体的に記載）

・保険制度の適応 ○ 医療保険 ○ 介護保険

・リハビリテーション指示書記載医の指定 ○ ○

○

○

・サービス提供時間

・送迎実施地域（具体的に記載）

・保険制度の適応 ○ 　医療保険 ○ 介護保険

・リハビリテーション指示書記載医の指定 ○ ○

○

○

・送迎実施地域（具体的に記載）

○

・実施サービス名（具体的に記載）

・送迎実施地域（具体的に記載）

●

・具体的内容

その他

労働災害で重度の障害を負われた方が入居される施設

介護老人保健施設

通所リハビリテーション

　法人や自院の医師の指示書に限る　 　指示書があれば医療機関は問わない

介護老人福祉施設

通所介護

障害児・者福祉サービス

可 要相談

法人や自院の医師の指示書に限る　 指示書があれば医療機関は問わない

法人や自院の医師の指示書に限る　 指示書があれば医療機関は問わない

訪問リハビリテーション

病院 老人保健施設

不可

訪問看護ステーション

可 要相談

・障害児（１８歳以下）の
   外来リハビリテーション

○ 可 ○ 要相談 ○

不可

診療所

可 要相談

○ 可 ○ 要相談 ○

機関名
（事業所名称） 一般財団法人労災サポートセンター　宮城労災特別介護施設

基

本

情

報

〒981-3332 宮城県富谷市明石台4丁目8-1

022-772-3311

022-772-3312

miyagig@rousai.or.jp

事

業

所

の

種

類

病院

可 要相談

・障害児（１８歳以下）の
   外来リハビリテーション

mailto:miyagig@rousai.or.jp


仙台保健福祉事務所管内リハビリテーション情報

【 】

常勤 0 人 0 人

常勤 1 人 0 人

常勤 0 人 0 人

問合せ
方法

問合せ
時間帯

曜
日

月 ～ 金 時間帯 ～

リハ
問合せ
留意事項

（ルート
ルール
その他）

問い合わせに関しまして、当施設へ電話またはFAXでお願いします。
電話に関して午後は時間を作ることは容易かと思います。
また、事前にアポイントいただくと時間を空けておくことも可能となります。

リハ職員が1名のため、電話やFAXへの返答や回答にお時間をいただく場合があります。

　作業療法士（OＴ） 非常勤

　言語聴覚士（ＳＴ） 非常勤

リハ
問合せ
窓口

（担当
課）

介護課
担当　竹内

施設への電話またはFAX

8時30分 17時30分

一般財団法人労災サポートセンター　宮城労
災特別介護施設

リ

ハ

部

門

の

詳

細

　リハビリテーション担当部署 介護課

　電話番号（リハ担当部署） 022-772-3311

　FAX番号（リハ担当部署） 022-772-3312

　電子メールアドレス
　（リハ担当部署）

　miyagit@rousaisc.or.jp

　理学療法士（ＰＴ） 非常勤

リハ
紹介

（特色
等）

【施設紹介】
当施設は、平成12年3月に、富谷町明石台の住宅街の一角に開設された介護施設で、正式には一般財団法人労
災サポートセンター宮城労災特別介護施設という名称です。労災特別介護施設は全国に北海道、宮城、千葉、
愛知、大阪、広島、愛媛、熊本の8か所にあり、労災年金を受ける重度の傷病・障害を有する方が入居してい
ます。当施設では主に東北地方出身の方で、受傷後数年から数十年が経過した頸髄損傷、脊髄損傷、頭部外傷
の方が暮らしています。平均年齢は67歳で、最高齢の方は89歳です。
個室84床、４人床４室、計100床で、そのうち2床は短期滞在介護者用となっています。リハスタッフは、作
業療法士が1名です。

【施設の特色】
この施設には、受傷後、20年、30年というベテランの方がたくさんいらっしゃいます。脊髄損傷で、当施設
に入居時はADLが自立していた入居者も、10年以上たちますと、60歳が70歳、70歳が80歳と当然加齢して
きています。以前は何ごともなくできていた動作が、少しずつ難しくなり、近くのスーパーに車いすで買い物
に行っていたのに、徐々に買い物も頼むようになってきています。それに加え、新型コロナウイルス感染予防
のための外出制限もあり、外出するという目的も得られず、より意欲低下や心身機能の低下が進んでいる印象
です。そのような方にも、施設内での茶話会やカラオケ大会・ウォークラリーなどイベントを開催し閉じこも
り予防を図っています。
一般社会でも問題になっている高齢化に伴う心身機能低下や認知機能低下から、介護の手を必要とする方が多
くなることが予想されます。そのため、リハビリで現在の身体機能を維持し、お部屋でも行える自主トレの指
導やラジオ体操など運動習慣をつけていけるように指導しています。QOL低下を予防しレクリエーションやリ
ハビリテーションでも施設生活に楽しみを持てるよう支援しています。

mailto:miyagit@rousaisc.or.jp

